
　

４
月
26
日
、
加
美
町
議
会
第
２
回
臨
時
会
で
、
災
害
救

助
費
、
災
害
対
策
費
、
災
害
復
旧
費
の
補
正
と
し
て
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
968
万
１
千
円
を
追
加
し
た
予
算
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
全

力
を
挙
げ
て
町
民
生
活
の
一
日
も
早
い
安
定
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

加美町災害対策本部だより（5月10日号）加美町災害対策本部だより（5月10日号）

復旧・復興に向けて全力投球復旧・復興に向けて全力投球復旧・復興に向けて全力投球復旧・復興に向けて全力投球復旧・復興に向けて全力投球
震
災
に
伴
う
補
正
予
算
可
決

　
３
月
29
日
、
第
１
回
定
例
会
で
平

成
22
年
度
の
追
加
補
正
３
千
660
万
９

千
円
に
引
き
続
き
、
４
月
26
日
、
平

成
23
年
度
の
補
正
と
し
て
４
億
968
万

１
千
円
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
災
害
救
助
費
と
し
て
は
、
２
次
避

難
所
で
あ
る
中
新
田
交
流
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
経
費
、
災
害
復
旧
支
援
相

談
員
等
の
経
費
を
計
上
。
災
害
復
旧

費
と
し
て
は
、
農
林
水
産
施
設
や
公

共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
費
を
計
上

し
、
復
旧
・
復
興
へ
向
け
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
激
甚
災
害
指
定
に
よ
る
補
助

率
の
拡
大
等
が
決
定
し
た
段
階
で
、

あ
ら
た
め
て
組
み
換
え
を
行
う
予
定

で
す
。

　
今
回
の
地
震
に
よ
り
災
害
被
害
者

に
対
し
、
平
成
23
年
度
分
の
町
民
税
、

固
定
資
産
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

税
を
減
免
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
減
免
の
割
合
に
つ
い
て

は
、
被
災
し
た
納
税
義
務
者
が
死
亡

ま
た
は
生
活
扶
助
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
と
き
、
町
民
税
お
よ
び
国
民

健
康
保
険
税
の
全
部
を
、
家
屋
が
全

壊
の
場
合
、
固
定
資
産
税
の
全
部
を

減
免
し
ま
す
。

　
ま
た
、
被
災
し
た
納
税
義
務
者
の

所
得
額
お
よ
び
住
宅
の
損
害
の
程
度

に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
が
減

免
に
な
り
ま
す
。

町の被害状況と提案理由を述べる

4/27 ～ 5/6　第47～ 49回

　避難者情報調査および避

難者対策等の検討とボラ

ンティア会議。また、加

美町義援金配分委員会（会

長：森田副町長、委員７名）

で義援金の配分額を下欄

のとおり決定しました。

◆災害対策本部の対応

加美町の受入人数
避難所：中新田交流センター

南相馬市　　11人
南三陸町　　54人
双葉町　　　　2人
避難者合計　67人

【５月６日現在】

町内家庭への避難者数
震災に伴う他市町村か
ら加美町への避難者数

世帯数　　　33世帯
人　数　　 101人

【５月６日現在】

災害義援金の配分額決定
補正予算の主なものをお知らせします。

■民生費
・災害救助費 ……………… 5,396万円

■土木費
・危険ブロック塀等除去助成事業

………………… 500万円

■消防費
・災害対策費 ………… 1,400万９千円

■災害復旧費
・農業施設災害復旧費 …… 1,550万円

・林業施設災害復旧費 … 487万１千円

・公共土木施設災害復旧費

…………… １億370万円

・その他の公共施設・公用施設

　災害復旧費 …… ２億2,192万５千円

上記のほか、予備費を2,111万８千円

減額。

人的被害
死亡・行方不明

町義援金
15万

県義援金
35万

計
50万

住家被害
全　　壊
半　　壊
一部損壊

町義援金
15万
　7万
※

県義援金
35万
18万

計
50万
25万
※

災害に伴う補正予算
　宮城県と加美町に寄せられました義

援金を見舞金として配分します。人的

被害のほか、今回の地震により、居住

している住宅の被害を受けた方が対象

で、義援金の配分を受けるには「り災

証明書」が必要です。

１．人的被害　　　　　　（単位：円）

２．住家被害　　　　　　（単位：円）

（※損害の割合に応じて５万～５千円を配分）

問　保健福祉課　☎63－7870
　　税務課　☎63－3114（り災証明関係）



◆数々の支援に感謝
　町との災害協定等に基づき、多くの団体・企業か
ら食料品、生活用品など様々な物資を提供いただい
ています。このほか、個人からも多数支援をいただ
いています。（下記は提供された物資の一部で、他は、
後日紹介させていただきます。）（順不同、敬称略。
４月13日現在）
　これらの物資は、避難された方々への救援に活用
させていただきました。
•神社庁 ……………………… デコポン、紀州の梅等
•色麻町 ……………………… グレープフルーツ等
•色麻町教育委員会 ………… 香りチョリソー等
•色麻郵便局 ………………… 肌掛け布団等生活用品等
•色麻郵便局長　大衡忠憲 … レギュラーコーヒー等
•小野田中学校 ……………… 薬、マスク、オムツ等
•小野田ふるさとの味研究会 … みそ等
•東北電力 …………………… ホッカイロ等
•アスカカンパニー ………… 衣類等
•太子食品 …………………… 豆腐、もやし等
•つばさ歯科医院 …………… 歯ブラシ、歯磨き粉等
•ゆ～らんど ………………… 歯ブラシ、カミソリ、クシ等
•ハリマ共和物産 …………… マスク、歯ブラシ、オムツ等
•ジャパンローヤルゼリー宮城工場 … Tシャツ等
•長根宅配センターメグミルク … 牛乳等
•今野醸造 …………………… 味噌、醤油、薬等
•荻原商店 …………………… バナナ等
•全国友の会より仙台友の会 … スモッグエプロン、小袋等
•内海農園（四日市場沖） …… 生花等
•山和酒造店 ………………… ワンカップ（清酒）等
•猪股布団店 ………………… 毛布、布団セット（掛・敷布団）等
•伊藤幹子（四日市場沖） …… 生花等
•渋谷（東京都町田） ………… 紅茶、洗顔料等
•近藤晃 ……………………… 菓子等
•青砥美代子（原町） ………… 衣類等
•小関誠（岡町） ……………… 大根、こんにゃく、古着等
•大泉つゑ子（小野田城内） … 手づくりねこ等
•浅野萌（下新田下） ………… ランドセル等
•高橋葵（下新田下） ………… ランドセル等
•佐々木拓己（下新田上） …… ランドセル等
•遠藤賢人（下新田上） ……… ランドセル等
•堀籠みゆき（南町） ………… 大人用紙オムツ等
•加美町の伊達直人 ………… ボックスティッシュ等
•塩江靖興（神奈川県相模原市） … 肉、バスタオル等
•本間俊太郎（十日市） ……… 納豆等
•早坂早苗（下新田上） ……… マンガ本等
•髙橋聡輔（中新田城内） …… パンツ、下着等
•福島顯正（四日市場沖） …… ハム、肉、牛乳等
•匿名 ………………………… 靴下、ミスタードーナッツ等

問　加美町災害対策本部　☎６３－３１１１

◆災害優先電話番号
　地震発生時に、町内全域が停電し、ＮＴＴ回線等
が混み合い、役場への電話がつながりにくくなる
など、大変ご不便をおかけしました。災害時のみ
ですが、比較的役場へつながりやすい下記の電話
番号をご利用願います。
☎63－3112　　☎63－3114　　☎63－3115

◆義援金ありがとうございます
　皆様から義援金
が多数寄せられ、心
より感謝申し上げ
ます。今回紹介で
きなかった分につ
いては後日紹介さ
せていただきます。
（順不同、敬称略。
４月20日現在）

【現金持参等】
•並柳自治会 ……………………………… 100,000円
•㈱大崎タイムス社 ……………………… 100,000円
•加美町農村生活研究グループ連絡協議会 … 30,000円
•NOK㈱・宮崎工業㈱ ………………… 5,000,000円
•㈲マルニ産業（菜切谷） ………………… 10,000円
•㈲マルニ産業従業員一同 ………………… 6,000円
•㈱カワスミ商店（東京都台東区） ……… 10,000円
•尾形勝、尾形恵美（上多田川下） ……… 100,000円
•小杉勇治（白子田） ……………………… 15,000円
•佐藤すみよ（米泉） ………………………… 5,560円

お詫びと訂正（４月28日号掲載分）
義援金銀行振込の記事中、次のとおり訂正します。

正　カーブスイオンイガウエ
誤　カーブスイオンガウエ　

◆交流センターでボランティア
　今野容徳さん（小泉）
が4/11、マジックを披
露。本格的なテクニッ
クに驚き、楽しい会話
に笑顔の観客。会場に
笑い声や拍手が響き渡
りました。

　西塚利美さん（下区）
が4/29、金魚すくいを
始め、コイやイモリな
どの生き物とふれあう
ことのできる出店を開
きました。子どもたち
は目を輝かせながら夢
中で楽しんでいました。

　4/17、本宮製麺所の
本宮仁一さん（並柳）
がざるそばを提供。「お
いしいそばを食べて元
気になって」とエール
を送っていました。

NOK㈱・宮崎工業㈱から義援金


